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令和2年度地域ゆかりの文化資産を活用した展覧会支援事業

特別公開

五島美術館蔵

国宝国宝 紫式部日記絵巻紫式部日記絵巻

源氏物語絵巻 桐壺 個人蔵

国宝 紫式部日記絵巻 第一段 五島美術館蔵

会期中、展示替があります
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● 基幹バス「徳川園新出来」下車徒歩3分
● JR中央線「大曽根駅」下車 南口より徒歩10分

〒461-0023　名古屋市東区徳川町
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【担当学芸員の見どころガイド】 【土曜講座】
11月23日（月･祝） 午後1時～（30分程度）
会場：講堂 　定員60名　 ※入館者参加自由（入館料別途要）

11月14日（土） 午後1時30分～3時
「源氏物語絵巻 桐壺」を読み解く　学芸部部長代理　吉川美穂
会場：講堂　定員60名　※有料

※新型コロナウイルス感染の拡大状況によっては中止となる場合があります。イベント　

国宝　紫式部日記絵巻　五島美術館蔵
　　　第一段、第二段 11/  8～11/25
　　　第三段　　　   11/26～12/13

国宝　源氏物語絵巻 橋姫　徳川美術館蔵
　　　　　　   　　　11/26～12/13

特別公開 主な展示作品

次 回 予 告次 回 予 告 徳 川徳 川 園

企画展「竹ー日本の美ー」
2021年１月5日（火）～１月31日（日）

墨竹図風炉先屏風　狩野常信筆（部分）
徳川美術館蔵

夜間開園
11月20日～23日、27日～29日

（19時30分閉園）
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国宝 源氏物語絵巻 橋姫　徳川美術館蔵

重文　源氏物語絵詞 伝冷泉為相筆　徳川美術館蔵 
重文　源氏物語 河内本　　　　　　名古屋市蓬左文庫蔵
国宝　初音蒔絵十二手箱　　　　　　徳川美術館蔵  
　　　源氏物語図屏風（源氏物語・平家物語図屏風のうち）
　　　　伝 岩佐又兵衛筆　　　　　宮内庁三の丸尚蔵館蔵
　　　源氏物語絵巻 桐壺　　　　　個人蔵

約50件展示


